























































































　1980 年代から 90 年代にかけて、全国各地で
始まった、地元活性化のための村興し活動や地域
興し活動、その中で生産された農産物で現在も
残っているものは、そう多くはありません。そし
てそのほとんどが開発後３年から５年で消えてい
きました。しかしながら、その状況の中でワイン
は生き残ったものが多く、これはワインが持つ不
思議な力「ロマンや夢をかきたてる力」によるも
のと思われます。長野県における人口の増減を市
町村別にチェックすると、ワイン及びワインブド
ウの生産にかかわっている市町村の人口は増加し
ているか微減の範囲にとどまっているという結果
が出ています。ワインが持つ、人を引き付ける力、
それは東海市の久野家の葡萄収穫祭に集まる人の
数からも明確です。
進化し続けるワイン
　東海ワインは、様々なタイプのワインにチャレ
ンジし、更に知多半島ワインへと進化し続け、近
年は巨峰のアイスワインで注目されています。
農産物のブランド化として花開く
　全国的に農産物のブランド化が叫ばれていま
す。しかしながらブランド化に成功した事例は少
なく、物産展や試食会の展開程度で、それより先
に進んでいないのがほとんどです。
　東海市及び知多半島のワインにかかわった、気
の遠くなるような時間の中から、五つのブランド
化の原則が見えてきました。その１．他に無い特
性と優れた品質、その２．感動的な物語性、その３．
影響力のある人に良いと言わせる、その４．風を
読みご縁と運を引き寄せる、その５．かかわるリー
ダーの感性の良さ、この五つがあれば農産物のブ
ランド化は確実に仕掛けられるという確信を持つ
に至り、それは和歌山県有田市の有田ミカンのブ
ランド化で実現しつつあります。玉井先生と久野
会長がお元気なころに、この理論を確立できてい
れば、お二人共にさぞかし喜ばれたと思います。
　知多半島ワインのきっかけとなった、東海市農
業委員会の講演会を懐かしく思います。これまで
知多半島や東海地域で展開したワイン関連の多く
の企画、多くの試み、多くの気苦労と、多くの感
動、それぞれの状況の全ての上に、農産物ブラン
ド化の理論が出来ています。また、この理論は農
業のみならず、地域や企業や行政、また個人にも
応用できます。
　玉井先生、久野会長、そしてかかわってきた全
ての方々への恩返しは、知多半島ワインの本格的
な展開として、今日、この時点から始まります。
知多半島ワイン（７種）
